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カージャール朝期作成のイマーム・レザー廟に関するワクフ関連
史料をめぐって
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Waqf-related Sources on the Imām Riżā Shrine during the Qajarid Period

SUGIYAMA, Ryuichi

Imām Riżā, the eighth Imām of the Twelver Imamate Shiites, died in 818 at 
present-day Mashhad, northeastern city of the Islamic Republic of Iran. His 
mausoleum, erected soon after his death, was gradually expanded, mainly 
by waqf endowments, under the patronage of the royal families and ruling 
elites of various dynasties governing the Iranian region. In particular, due 
to the shiization of the Iranian region after the Safavid dynasty, founded in 
the 16th century, this Imamate mausoleum began a full-scale development 
with many endowments. However, this mausoleum had suffered significant 
damage because of the Uzbek inversion at the end of the 16th century, 
Nādir Shāhʾs confiscation of waqf properties, and the domestic instabilities 
at Khurāsān district in the first half of the Qajar period. These political 
disruptions severely destabilized this mausoleum administration. After this 
disorder, the mausoleum conducted surveys of its waqf properties, revenues, 
and expenditures, and recorded the results in a manuscript to reestablish 
the mausoleumʾs administration. In particular, surveys conducted after the 
1850s, when the local rebellion in the Khurāsān area was suppressed, and 
several manuscripts collecting information indispensable for the mausoleumʾs 
operations were compiled.

This paper aims to introduce waqf-related historical sources for the 
Imām Riżā mausoleum that were compiled in the late Qajar period. The first 
part surveys the characteristics of the mausoleumʾs waqf management from 
the 16th to 19th centuries, focusing on the involvements of dynasties in its 
management and the importance of mawqūfāt-i muṭlaqa (waqf property without 
conditions on the use of its revenue). The latter part introduces five historical 
sources on waqf properties compiled after the 1850s. These sources can be 
divided into two categories: a corpus of transcriptions of waqf documents and 
a collection of data on the mausoleumʾs waqf properties and its staff. This 
section describes the background and main features of its completion.
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はじめに

818年に没した 12イマーム・シーア派第
8代イマーム，レザー ʿAlī b. Mūsā al-Riḍā
（Imām Riżā）は，その死没地となった現
在のイラン・イスラーム共和国北東部のマ
シュハドにその墓廟が建設された。レザー廟
は，被葬者であるレザー自身が 12イマーム・
シーア派のイマームであったがゆえ，イラン
地域におけるレザー崇敬の高揚，シーア派化
政策推進の中でその存在の重要性が高まり，
現在に至るまで多数のワクフ寄進の受益対象
となり，発展を遂げてきた。廟はその過程の
中で各王朝の庇護を受けながら多数のワクフ
財を集め，病院や孤児院，図書館などの附設
施設を備えた複合施設化が進むと共に，現在
ではシーア派を国教としたイラン・イスラー
ム共和国の中で最も重要な聖廟として位置づ
けられている1）。また，廟の所在地であった
当初小村でしかなかった場所も都市化が進め
られ，現在では都市マシュハドも人口約 300
万人を抱えるイラン第 2の都市となるまでに
成長した。
同廟の前近代における歴史研究の動向とし
ては，近世に至るまでの概説提示の段階を経
て，近年では現地の研究者によるレザー廟図

書館所蔵の文書を用いた研究が進みつつあ
る。但し，その力点は廟運営のための組織構
造や，附設の病院，学校といった複合施設の
運営などの解明に置かれており2），ワクフそ
のものに焦点を当てた研究は多くはない。同
廟のワクフに関わる研究の障壁としては，史
料の残存状況といった問題もさることなが
ら，同廟のワクフ部門 Idāra-ʾi mawqūfāt-i 
Āstan-i Quds-i Rażavīやワクフ慈善機構
Sāzmān-i Awqāf va Umūr-i Khayrīyaの 管
理下にあるワクフ及びその関連文書に関して
は，廟附設の研究機関に属する研究者ですら
閲覧許可が下りないことにある3）。しかし，
19世紀までのワクフおよび関連の文書の一
部に関しては文書の写しを多数収録した写本
の形態で残されている。また後述するように
スィヤーク体で同廟のワクフ財をはじめとし
た運営に関わる情報を集めた写本も存在す
る。現在では少なくとも現地の研究者もワク
フ文書に関してはこうした写本史料に依拠し
て研究を進めている。但し，同廟関連の文書
史料を収録した写本史料に関しては，一部に
ついての解題があるに過ぎず，さらには現地
の研究者の間でもその所在が把握されていな
い写本も存在する。
本稿では，まずレザー廟のワクフ財管理の

はじめに
1．レザー廟のワクフ財管理の歴史的特徴
2． カージャール朝期レザー廟ワクフ関連史
料の紹介

　2.1 Kitābcha-ʾi Mawqūfāt-i Āstān-i Quds
　2.2 Ṭūmār-i ʿAżud al-Mulk
　2.3  Vaqfnāmaʾhā wa Asnād-i Āstān-i Quds-i 

Rażavī
　2.4 Asnād wa Vaqfnāma-ʾi Āstān-i Quds
　2.5  Kitābcha-ʾi Mawqūfāt-i Āstān-i Quds-i 

Rażavī
　2.6 Firdaws al-Tavārīkh
おわりに：史料としての可能性について

1） 現在レザー廟は最高指導者が1990年に発布した裁決（mujavviz）に則り，コムのマースーメ廟，シー
ラーズのシャー・チェラーグ廟，レイのアブドルアズィーム廟と共にイラン・イスラーム共和国の
最高指導者の直接の管理下に置かれており，運営状況に関する一般への開示義務を有さないなどの
特権を持つ［Furūzish 1386Kh: 8–10］。

2） 近年の現地での研究動向のまとめとして，杉山［2018a］がある。
3） レザー廟に関しては，図書館の文書部門が所蔵する主にサファヴィー朝後期以降の関連文書は閲覧

可能である。なお，ワクフ部門が管轄する文書の閲覧が許可されない件については，2019年 11月
に筆者がレザー廟図書館の研究者に質問した際の解答に基づいている。
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歴史的な特徴について，サファヴィー朝期以
降のワクフ管財人（mutavallī）4）のワクフに
関わる職務とワクフ財のあり方などの点から
概観する。その上で，19世紀に作成された
レザー廟のワクフ寄進に関連して作成された
写本史料に関して主要なものを紹介し，その
特徴や研究の可能性の提示を行いたい。レ
ザー廟のワクフ研究に関して上記のような史
料的な制約がある中で，こうした写本史料の
紹介と研究への利用の可能性の検討は，今後
研究を進めていく上で有益な作業と考える次
第である。

1．レザー廟のワクフ財管理の歴史的特徴

現地にて出版されたレザー廟の歴史
について網羅的に扱った研究書として
は Kāviyāniyān［1354Kh］，Muʾtamin
［1348Kh］，Sayyidī［1375Kh］，ʿUṭāridī
［1371Kh］などが代表的なものとされる。そ
れぞれに程度の違いはあるが，廟の歴史，建
築・複合施設の発展，ワクフ管財人をはじめ
とした廟のスタッフと組織構造，ワクフ財と
その管理方法などに関する説明を含んでい
る。同廟のワクフに関する総合的な研究とし
てはMawlavī［1353Kh］がある。同書は廟
が所蔵する文書の網羅的な調査の成果として
1979年のイラン・イスラーム革命直前に完
成した七巻本の大著で，同廟のワクフに関す
る詳細な研究と言われるが，革命後に出版計
画が頓挫し刊行には至らなかった。そのタイ
プ打ちの原稿はレザー廟図書館に現在所蔵さ
れているが，利用は容易ではない5）。
レザー廟の組織は，アルダビールのサ

フィー廟，コムのマアスーメ廟といった地域
における他の主要な聖廟と同様に，サファ
ヴィー朝期以降はその時々の王朝から任命さ
れるワクフ管財人を頂点とした構造を有して
いた。同廟におけるワクフ管財人職6）は，サ
ファヴィー朝後期からアフシャール朝末期ま
ではサイイドのレザー家7），マルアシー家が
占め，カージャール朝期には王家が任命した
官僚が就任する形になる。基本的に一名のみ
が就任される形であったが，サファヴィー朝
シャー・タフマースブの支配期には同廟に二
種のワクフ管財人職，すなわち慣習のワク
フ管財人職（tawliyat-i sunnatī）と義務のワ
クフ管財人職（tawliyat-i wājibī）が配置さ
れていた［Muʾtamin 1348Kh.: 227］［守川
1999: 180］［Sawhāniyān & Naqdī 1397Kh: 
20–21］。この点について ʿĀlam-ārāに以下の
ような記述がある。

　「慣習の（sunnatī）」という表現は，ソ
ユルガル，そして王家の部門（sarkār-i 
khāṣṣa-ʾi sharīfa）が宴席に必要として
いる物品，従者たち，教師たち，職務
を有する者たち，サイイド関連の部局
（idārāt-i sādāt），職人と知識人（ʿamalanʾ 
va fażlanʾ），貧者といった部門の消費の
ために与えるものを指す。なぜなら，天
国を住まいとするハーカーン様（Ḥażrat-i 
Khāqān-i jannat-ashiyān）が〔それらを〕
使用する権利をもっていたがゆえに，それ
を「慣習の」と名付けたのである。そし
て，支出が定められているワクフと誓願
からの利益（ḥāṣil-i awqāf 8） va nuẕūrāt）
は，ワクフ設定者たちの〔定めた〕諸条件

4） カージャール朝期になるとレザー廟のワクフ管財人にはMutavallī-bāshīの呼称も用いられるよう
になる［Morikawa & Werner 2017: 8 n.6］。

5） 筆者はそのうち，ワクフ寄進の年代別リスト等を掲載した第 7巻目のみの複写を入手している。
6） 同廟における歴代のワクフ管財人に関する研究はいくつか存在するが，最新のものとしては

Sawhāniyān & Naqdī［1397Kh］。
7） マシュハドを本拠としていたレザー家に関する近現代の歴史研究として，Werner［2021］がある。

同研究はサファヴィー朝後期における同家内部でのワクフ管財人の継承についての考察も含む。
8） 当該の箇所は校訂本では awqātとなっているが，石版本［ʿĀlam-ārā 2: 111］に従い awqāfと読む。
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に従って（ba mawjib-i shurūṭ-i vāqifayn）
用いられねばならないが，これを「義務
の（vājibī）」と称している。［ʿĀlam-ārā 1: 
149］（文中の括弧は本稿筆者による）。

この記述に基づけば，王家が廟のために定
めた支出を扱うのが慣習のワクフ管財人職と
なり，支出等の諸条件が定められたワクフや
誓願の担当が義務のワクフ管財人職となる。
同廟にはシャー・タフマースブとその後継と
なる君主をワクフ管財人に指定したワクフも
存在しており［Ṭalāʾī 1397Kh: 137］，この
ワクフも前者の管轄であった可能性も考えら
れる。ワクフ管財人の職務がこの 2つに分離
されたのは 974/1567年のことであり，その
後 981/1574年にも双方の任命の事例が確認
できる［Khulāṣat: 460–461, 561］。上記以外
にこの二種のワクフ管財人が任命された記録
は知りうる限り見当たらない。
レザー廟ではマアスーメ廟，サフィー廟，
レイのアブドルアズィーム廟と同様に旧ワ
クフ財（mawqūfāt-i qadīm）と新ワクフ財
（mawqūfāt-i jadīd）という二種類のワクフ
が設定されていたと考えられる。アブドルア
ズィーム廟に関する研究成果に基づけば，前
者は 16世紀初頭以前に設定されたワクフ設
定者が存在するワクフ財，後者は王朝が管理
するワクフ財を指す［Kondo 2015: 47–51］。 
また，本論集第 2部第 4論文「サファヴィー
朝期シャイフ・サフィー廟の管財人とワクフ
財」（近藤論文）によればワクフ管財人に関
しても，マアスーメ廟，サフィー廟では旧
ワクフ財，新ワクフ財それぞれの担当が置
かれるという 2名体制であり，双方の管理
は異なっていた。レザー廟のワクフ関連文
書においても，残存しているファルマーン
［Mudarrisī Ṭabāṭabāʾī 1356Kh: 155–157］
や，廟に与えられたソユルガル（suyūrghāl） 
に関する旧・新の区別［Ḥasanābādī 1386Kh］ 

から，恐らくは上記聖廟と同様に二種のワク
フ財が存在していたことが垣間見える［杉山
2020: 145–146］。本論集第 2部第 4論文（近
藤論文）は，行政便覧を手掛かりに王朝が介
入し得ない法的なワクフ財には廟のワクフ管
財人であっても原則干渉が不可能なため，ワ
クフ管財人が君主によるワクフを管理する一
名のみが置かれていたが，王朝の祖廟であり
教団時代からサファヴィー家が管理していた
サフィー廟は例外であると指摘する。レザー
廟でも先述の通り王家関連の支出と法的ワク
フは分かれていたため，上記の通りシャー・
タフマースブの治世において一時的には二種
のワクフ管財人が任命されていた。その後に
おいても旧・新のワクフ財の区分の存在が僅
かながらにだが垣間見えることから，ワクフ
管財人は一名のみだったが，双方のワクフの
運営が別個に行われることは当然意識されて
いたと言えるだろう。但し，レザー廟につい
ては現在のところ他の関連史料にも，ワクフ
財の旧・新の区別については上記の記述以外
には見出すことができない。
旧・新のワクフ財の区別が曖昧になってい
る点については，1588–1598年の間に起き
たマーワラーアンナフルのウズベク系王朝
シャイバーン朝による都市マシュハドの占領
時にレザー廟も略奪され，多くの文書が消失
したこと［Iḥtishām Kaviyāniyān 1354Kh: 
548］が関連している可能性もあろう。サファ
ヴィー朝前期以前のワクフに関しては，文
書が残る最古のワクフとも言われるサファ
ヴィー朝前期 931/1525年のアティーク・ア
リー・ムンシー ʿAtīq ʿAlī Munshī9）など，
その謄写版が現在にまで伝えられているもの
もある。Ṭalāʾī［1397Kh: 137］は同王朝期
のレザー廟を受益対象としたワクフのリスト
を掲載するが，うちシャー・タフマースブ期
におけるワクフは 9件と多くはない10）。同王
朝期以降も，レザー廟はアフシャール朝初代

9） このワクフ文書に関しては翻刻が出版されている［Anjabīnizhād 1388Kh: 41–55］
10） Ṭalāʾī［1397Kh］はMawlavī［1353Kh］などの二次文献も参照しているが，現在可能な限り ↗
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君主ナーディル・シャーNadir Shāhによる
全土的なワクフ接収をはじめ，カージャー
ル朝期におけるホラーサーン地方でのサー
ラールの乱 fitna-ʾi Sālār（1847–1850）11）や，
1960年代の白色革命の影響を受け何度も運
営上の混乱を経験することになる。こうした
混乱が廟に所蔵されたワクフ関連史料の残存
状況，ならびにワクフ財の管理に大きな影響
を与えてきたと推測される。
但し，ワクフ寄進時の文書が消失などに
よって不明となったが，以後に作成された
関連文書の存在によって廟が受益対象であ
ることが確認できるワクフ財については，廟
を受益対象とした正当なワクフ財として扱う
ことが可能になる。その場合は寄進時の文書
が失われているためにワクフ財からの収益の
用途が特定不能な点が問題となる。こうし
たワクフ財は無条件ワクフ財（mawqūfāt-i 
muṭlaqa）12）と呼ばれ，収益の用途指定がな
されているワクフ財（mawqūfāt-i khāṣṣa）
と 区 別 さ れ て い る［Muʾtamin 1348Kh: 
339–340］［Iḥtishām Kaviyāniyān 1354Kh: 
548–577］。レザー廟ではサファヴィー朝前
期以前のワクフに関してこの無条件ワクフ財
に設定されたケースが確認可能である。現在
最古のワクフ財として知られるのが，イルハ
ン朝のガザン・ハーンGhāzān Khānによっ

て 699/1299–1300年にワクフされたワクフ
財であるマシュハド近郊のファルハードジル
ド Farhādjirdなる村落だが，このワクフは
寄進時の文書が上述のサファヴィー朝期のウ
ズベク勢力にマシュハド占領時に消失して
しまったと伝えられる［Mawlavī 1347Kh: 
127］。以後の関連文書に基づいて廟のワクフ
財であることの証明は可能だが，受益対象が
不明であるためにこの無条件ワクフに設定さ
れている形になっている［Mawlavī 1347Kh: 
120］13）。
また，サファヴィー朝末期からは，ワクフ
設定時に当初から廟における受益対象を設定
しない寄進の事例も見られるようになり14），
この無条件ワクフ財が時を経るごとに徐々
に増えていく。後述する同王朝期 1274/1858
年作成のレザー廟のワクフ調査史料 Ṭūmār-i 
ʿAżud al-Mulk（ʿAżud），および 1285/1869
年作成のKitābcha-ʾi Mawqūfāt-i Āstān-i Quds-
i Rażavī（KM）は，同廟のワクフ財について
のリスト［ʿAżud MKh: 12–91］［KM: 2a–
18b］の中では，ワクフ財につき双方の種別
が記載されている15）。こうしたワクフ関連の
情報を集めた史料の中に無条件ワクフ財と
いう種別が記されるようになったこと自体， 
このワクフ財の運営上における重要性の高ま
りを示すものであろう。Morikawa & Werner 

↗ 網羅的にサファヴィー朝期のワクフの情報を集めた研究である。同研究はシャー・アッバースから
スルターン・フサインの治世の間のワクフについて 60件を挙げている。

11） 1835年にホラーサーン知事に就任したアッラーヤール・ハーン Allāhyār Khān Āṣaf al-Dawlaは，
当時のカージャール朝君主ムハンマド・シャーMuḥammad Shāhが病に伏せていることを好機と
捉え，中央に対して対決姿勢を見せる。その後，同地の知事職を継承した息子のハサン・ハーン・
サーラールḤasan Khān Sālārがクルド，トルクメン勢力などを従えて 1847年に大規模な反乱を
起こす。マシュハドならびに周辺のホラーサーンの諸都市が彼の支配下に入ったため，中央からア
ミール・キャビール Amīr Kabīrにより討伐軍が派遣され，反乱は泥沼化し長期化する。レザー廟
も彼の軍隊の略奪で多くの損害を被ったと言われる。この反乱は最終的に 1850年の彼の殺害まで
継続する［Sayyidī 1375Kh: 320–329］。

12） 本稿筆者は以前このmawqūfāt-i muṭlaqaについて「自由ワクフ」と訳出していた（例えば，［杉
山 2020］など）が，本文中の訳語がより相応しいと考えたため変更する。

13） この村落ファルハードジルドは，ʿAżud MKh［38–39］，ʿAżud AR［80］のワクフ財のリストのそ
の名が見える。但し，前者ではこの村落が位置するサルジャーム Sarjāmなる地域のワクフ財がす
べて「無条件muṭlaqa」たる説明が冒頭に付されるが，後者には欠落している。

14） Ṭalāʾī［1397Kh: 144］は，Mawlavīの研究を典拠として 1131/1718–1719年のハーッジ・マンスー
ル・サルキャルダḤāj Manṣūr Sarkardaのワクフがこの無条件ワクフであると指摘している。

15） KMは後述するように Ṭūmār-i ʿAżud al-Mulkと内容が一部重複している。
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［2017: 20］はこの無条件ワクフ財について，
その収益の用途の決定権がワクフ管財人に委
ねられる点で 19世紀以降非常に重要となっ
ていたと指摘する。後述するがこの無条件ワ
クフ財からの収益は，主に廟の建物の修繕費，
従者ら廟官吏の給金などに充当されており，
収益の用途を指定したワクフ文書に記載のな
い支出を賄っていたと考えられる。
なお，ワクフ管財人に関しては，上述の
通り一時的な例外を除き一名のみが任命さ
れる形になっていた。但し，サファヴィー 
朝シャー・スライマーンの治世以降は，ワク
フ管財人代理Nāʾib al-Tawliyaなる職が新た
に設けられる。スライマーンの治世に管財
人職に任じられたミールザー・ダーウード・
マルアシーMīrzā Dāvūd Ḥusaynī Marʿashī
（在任 1108/1696?～1133/1720）は中央の宮
廷にて官職に就任していたため，息子を代理
としてレザー廟に派遣したことが同職の創設
の契機とされる。以降，アフシャール朝末期
まではワクフ管財人不在の際にこの代理が任
じられていた。カージャール朝期には常に同
職が置かれていたわけではないが，任命され
た場合には廟での実務の多くが代理に委ねら
れ，従者（khādim）や職員に対する命令の
承認，給与の支払い，賃貸に出したワクフ財
の監督，財務関連文書の管理，参詣者・貧者
への財政支援，賜衣・心づけの下賜16），宗教
儀礼の挙行など多岐に渡っていたとされる
［Sūzanchī Kāshānī 1399Kh: 593–594］。

2．カージャール朝期レザー廟ワクフ 
関連史料の紹介

レザー廟のワクフ関連の写本史料を紹介
する先行研究の主要なものとして，Afshār
［1364Kh: 840］，ʿUṭāridī［1371Kh: 634–
645］が挙げられる。後者は多数の史料を挙
げているが，その一部は所在が分かっておら
ず，参照可能な状態にはない17）。
レザー廟のワクフに関する調査は，サファ
ヴィー朝期シャー・アッバースの治世の
1010～1011/1601～1603年にはすでに行わ
れていたとの指摘があるが，その結果として
の史料は現存しない18）。レザー廟関連のワク
フ関係の文書や情報を集めた史料のうち，現
存している最古のものはアフシャール朝期の
1160/1747年に作成された Ṭūmār-i ʿAlīshahī
（ʿAlīshahī）である。その後，特にカージャー
ル朝に入ってから末期に至るまで，本稿で紹
介するようなワクフならびに廟運営関連の情
報を集めた写本史料が作成されていくことに
なる。こうした写本史料については，2つに
分類可能であると考える。ひとつは同廟を
受益対象としたワクフ文書および関連文書
の謄写を集めた「集成」，もうひとつは廟の
職員やワクフ財（場合によっては動産も含
む）の状況をスィヤーク体で記したものにな
る。後者の史料群については「巻子（巻物）」
ṭūmārの形態を取るものがある。この「巻子」
と称する史料のうち，重要性が高いのは先
述の Ṭūmār-i ʿAlīshahīと本稿で扱う Ṭūmār-i 

16） カージャール朝期のレザー廟からの賜衣の下賜についてはWerner［2016: 115–134］を参照のこと。
同論文では当時のレザー廟による独自の勅令の発給も指摘されている。さらにMuʾtamin［1348Kh: 
327–330］によれば，廟は職員らにラカブも与えており，王朝の宮廷が保持していたような権限を
有していたことになる。なお，アフシャール朝期の同廟の運営組織構造については，当時の王朝の
宮廷に極めてよく似ていたことが確認可能である［杉山 2020］。

17） 例えば，ʿUṭāridī［1371Kh: 642–643］に挙げられている Kitābcha-ʾi Mukhtār Begは，1282/1865–
1866年にレザー廟の職員であった史料表題にその名がみえるムフタール・ベグMukhtār Begが作
成したワクフ財のリストならびに廟の支出についてスィヤーク体でまとめた史料とされる。本史料
はマウラウィー氏の所蔵とされるが，筆者が 2019年に廟図書館の研究者に聞き取りを行ったとこ
ろ，現在その史料の所在は不明とのことであった。

18） この部分に関しては，イラーヘ・マフブーブ Ilāha Mahbāb氏の研究を典拠にした Ṭalāʾī［1397Kh: 
138 n.7］に基づいている。
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ʿAżud al-Mulkである。また上述のKMは「巻
子」の形態ではないがスィヤーク体で廟の動
産・不動産のワクフ財，職員などの情報を網
羅的に集めた史料になる。なお，ワクフ文書
の謄写や関連文書を集めた史料のごく簡単な
紹介として，先述の Afshār［1364Kh: 840］
がある。但し，Afshārが紹介する 6点の史
料には，KMや，1301–1303/1883–1886年
に三巻本で刊行された石版本のマシュハド史
Maṭlaʿ al-Shams（MS），1317/1899年完成の
Āthār al-Rażavīya（AR）が含まれており，文
書を謄写した「集成」は 3点となる。
こうしたワクフ文書ならびに関連文書の
謄写の「集成」，ならびに主要な「巻子」
は，いずれもカージャール朝後期，すなわ
ち 1850～60年代に集中して作成されてい
る点にある。但し，「集成」に分類可能な
Kitābcha-ʾi Mawqūfāt-i Āstān-i Quds（AQ），
Vaqfnāma-hā va Asnād-i Āstān-i Quds-i Rażavī
（VM），Asnād va Vaqfnāma-ʾi Āstān-i Quds
（DT）には序文がなく，冒頭からすぐに文
書の謄写がはじまり，作成の動機を窺い知る
ことができない。当時は廟運営上の混乱が続
き，ホラーサーン地方を中心に起きた上述
のサーラールの反乱によって，レザー廟も
略奪を受け大きな損害を受けていた。加え
て，ナーセロッディーン・シャー Nāṣir al-
Dīn Shāhの治世の初頭には廟のワクフ財が
不法占拠されており，そのワクフ財を回復す
る勅命（farmān）が発布されている19）。彼
の治世初期までに生じていたこうした混乱を

打開し，廟運営を適切に再開するためには，
廟に対して寄進されたワクフ財や，廟におけ
る受益対象に関してワクフ文書に基づいた情
報の把握が必要であったと指摘されている
［ʿAżud MKh: 3–4］20）。こうした運営上の混
乱が，この時代に集中してワクフ文書ならび
に関連文書を集めた「集成」や廟のワクフ財
等の情報をまとめた「巻子」が作成された背
景になっていると考えられる21）。
ワクフ文書の謄写の「集成」なる写本史料
において注意すべきは，当時廟が管理してい
たであろうワクフ文書をすべて写した網羅的
な史料ではない点である。Mawlavī［1353Kh: 
1–11］によれば，サファヴィー朝後期から
カージャール朝崩壊時までのワクフ文書は
195件となっている。しかし，氏の調査に見
えるワクフ文書が「集成」には収録されてい
ない点，また氏の調査から漏れているワクフ
文書が「集成」の中に収録されている点も考
慮しなくてはならない。また，これらの「集
成」は，ワクフ文書のみを収録している訳で
はなく，勅命，証書（qabāla）などの写しも
収録している場合もあるが，その点数は多く
ない。ワクフ寄進時の文書のみが多数収録さ
れた背景としては，同廟ではワクフ財が非常
に多数に上ったため，恐らくはまずワクフ文
書を筆写し，ワクフ財の名称と場所，さらに
収益利用の条件の指定という基礎的な事項の
確認を行うという狙いがあったのではないか
とも推測される。
以下，上記の Afshār［1364Kh: 840］が取

19） ナーセロッディーン・シャーの治世たる 1271/1855年に，第 3者に不法占拠されていたホラーサー
ン以遠のレザー廟のワクフ財たる多くの村落・店舗などに関して，廟のワクフ財への回復を命じる
勅命が発布されている［AR: 287–293］。遠隔地に所在する個々のワクフ財にいかなる問題が生じ
て他者の占有下に入ったかは不明だが，この時点までにワクフ財に関する大きな混乱があったこと
を推測させる。

20） この箇所は，校訂者による序文である。
21） 石版本として作成された ARのみ，カージャール朝最末期たる 1317/1900年の作成となっている。

この本の作成の経緯に関しても，序文の箇所に「（皇帝が）レザー廟のワクフ財の精査に本腰を入れ，
…（中略）…同廟に所蔵されているワクフ文書の写しについて，その要約を抜き出して印刷するよ
う命じた」［AR: 3］なる記述が見られる。本文中で取り上げる史料と同様に，廟のワクフ関連の
情報収集と状況の把握のために作成されたと言える。なお，ARの著者による作成の意図について
は［Morikawa & Werner 2017: 14–18］を参照のこと。
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り上げているレザー廟のワクフ文書と関連
文書の「集成」である写本史料 3点（AQ，
VM，DT），ならびにスィヤーク体で書かれ
た廟のワクフ財等の情報を集めた上記の 2点
の史料（Ṭūmār-i ʿAżud al-Mulk，KM），お
よびこれまであまり取り上げられることの
なかったマシュハドの都市史史料 Firdaws al-
Tavārīkh（Firdaws）中に見える同廟のワク
フ財関連の章（第 4章）の内容，合計 6点の
史料を以下において紹介する。なお，紹介は
史料の成立年代順に行う。なお，すでに詳細
な紹介がある AR，またMSは本稿では取り
上げない22）。

2.1  Kitābcha-ʾi Mawqūfāt-i Āstān-i Quds：
略号 AQ
本写本はレザー廟図書館において 8557番
の所蔵番号を持つワクフ文書およびその関
連文書の謄写の「集成」である。本稿で利
用する「集成」のうち最も作成年代が古く，
1268/1851年の作成であり，当時のワクフ管
財人であったアブドルバーキー・ムナッジム
バーシー ʿAbd al-Bāqī Munajjim Bāshīの命
令で，アブドルムウミン・フサイニー ʿAbd 
al-Muʾmin al-Ḥusaynīが作成したものであ
る［AQ: 320–321］［ʿAżud MKh: 3］。美し
いナスフ体で書かれているため，判読は比較
的容易である。葉数は 158葉だが，原則と
して文書と文書の間に見開きの空白の頁が挿
入される体裁を採っているため，収録文書数
は 58点と多くはない。その中でワクフ文書
が 54点とほとんどを占め，残りは証書やフ
クムとなっている。なお，各葉においては右
側上部にワクフ財の名称などの文書の内容，
左側上部にワクフ対象が非常に簡潔に記入さ
れている。この部分を見ればワクフ財やワク

フ対象を簡単に把握することができ，便利で
ある。
収録文書の掲載順は，最初にシャー・アッ
バースによる 1011/1602年の廟の墓地をワ
クフ財としたワクフ文書が掲載され［AQ: 
1–4］23），次いで 1259/1843年のハッジ・ムッ
ラー・フサイン・ハブシャーニーḤāj Mullā 
Ḥusayn Khabūshānī［AQ: 7–11］，その次
に 1097/1683年のシャー・ヴィルディー・
ベク Shāh Virdī Begによるワクフ［AQ: 
13–16］となっている。シャー・アッバース
のワクフ文書は他の集成でも冒頭に掲載され
ており，その重要性は作成当時の人々にも共
有されていたと思われるが，このアッバース
の文書以外の並びは DTとの間で一貫性が
ない。2番目の文書は本写本に含まれる一番
新しいワクフ文書のため，収録年代の下限を
示すために 2番目に並べられた可能性も考え
られる。アフシャール朝ナーディル・シャー
の 1145/1762年のワクフ文書も記載がある
［AQ: 45–54］。ワクフ文書を時代別に分類
するとサファヴィー朝 32点，アフシャール
朝 8点，カージャール朝 14点となり，サ
ファヴィー朝のワクフ文書が半分以上を占
め，ARと異なっている。AQを扱った先行
研究によれば，多くの書写間違いや，本来な
らあるべき欄外書き込みなどの省略といった
問題があると指摘される［Naqdī 1399Kh-a: 
299］。
このワクフ文書の集成は収録点数が最も少
ない。上述の通り，作成に当たっては何らか
の意図を持って書写する文書を選択したと考
えられるが，その意図は記されてはいない。
その他の「集成」も同様である。KM［2a］
の序文には，先人たる君主やワクフ設定者た
ちがワクフしてきたものを登録するとの文言

22） ARには史料解題としてすでに［Morikawa & Werner 2017: 1–27］が刊行されている。MSは
Afshār［1364Kh: 840］ではワクフ文書を含む史料として記載されるが，レザー廟に関しては 2巻
目の末尾に図書館所蔵の書籍のリストがあり［MS vol. 2: 479–500］，その中に当時図書館が有し
ていたワクフ文書のリストを掲載するに過ぎない。

23） 写本の引用頁については，写本自体に書き込まれた頁に従い記載する。
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もある。この時代に作成された「集成」につ
いては，サファヴィー朝期の古いワクフの再
確認と共に，レザー廟が君主を中心とした王
朝の支配層から支えられてきた点を強調する
意図があったとも推測される。

2.2  Ṭūmār-i ʿAżud al-Mulk：略号 ʿAżud MKh; 
ʿAżud AR
この史料は，1272/1856年にレザー廟ワクフ 
管財人に就任したミールザー・ムハンマド・ 
フサイン・アズドルムルクMīrzā Muḥammad  
Ḥusayn ʿAżūd al-Mulkの命によって編纂さ
れ，「巻子」の形態で 1274/1858年に完成に
至ったものである。彼は 1268/1851年以降
に在ロシア・イラン大使館や年金ワクフ省に
てキャリアを積み，その後ナーセロッディー
ン・シャーの治世に 2度ワクフ管財人に就任
した人物である（1856–1861，1865–1867）。
ワクフ管財人在任中は，以下検討の対象と
する Ṭūmār-i ʿAżud al-Mulkの編纂の他に， 
廟での宗教儀礼や慈善のためのワクフや 
［Anjabīnizhād 1388Kh: 268–274］，建物の修
繕や整備事業の推進が伝えられる［Yaḥyāyī  
1399Kh: 133–134］。
本史料の作成時期については先に言及した
他の「集成」と前後しており，サーラールの
乱により混乱した廟運営を立て直すために
作成されたと指摘されている［ʿAżud MKh: 
3］［Yaḥyāyī 1399Kh: 133–134］。史料作成
に当たっては，廟所蔵のワクフ文書ならびに
関連する法廷文書，巻子類などを調べ，当時
見られたワクフ財への不当な介入，不法利用
を止めさせることが狙いであったとされる
［ʿAżud MKh: 12］［ʿAżud AR: 70–71］。な
お，現在レザー廟図書館に所蔵される現物は
長さ 9メートル，幅 44センチという大部の
巻子となっている［Naqdī 1399Kh-b: 115］。
その謄写版は確認可能な限り写本 DTなら

びに ARに挿入される形で存在しており，さ
らに 2種の校訂が存在する［ʿAżud MKh］
［ʿAżud AR］。但し，下記で簡単に言及する
ように ʿAżud ARには一部のデータの欠落
が見られる一方で，原本にあった多数のウラ
マーによる認証（sijill）が付されている。
本史料は，レザー廟のワクフ財のデータと
その収益，ならびに 5グループから構成され
る廟の聖域たるハラム空間を管理するケシク
（kishīk）の官吏の氏名に関して詳細なデー
タを記載している［ʿAżud MKh: 98–119］24）。 
但し，Ṭūmār-i ʿAlīshāhīのようにティムール
朝期にシャールフの妃ガウハル・シャード
Gawhar Shādが廟に隣接する形で創建した
自身の名を冠したモスク（ガウハル・シャー
ド・モスクMasjid-i Gawhar Shād）に関す
る情報についての記載はない。謄写における
問題としては，ʿAżud MKhと ʿAżud ARで
は違いが存在し，後者にはケシクの官吏の氏
名に関するデータは掲載されていない。恐ら
くは後者の編纂時には不要な情報と見なさ
れ，削除されたものと思われる。また，下記
で言及する通り，一部の表現が異なるなどの
ケースも見られる。加えて，本史料は以下で
紹介する写本KMと重複した記述が見られ
るが，その点については別途説明を行う。
ワクフ財については先述の通り収益の用途
が指定されたワクフ財と無条件ワクフ財と
いった 2つの種類が存在するが，この史料
では農業物件，商業物件の多くのワクフ財に
関して当時における上記の種別が記されてい
る点が特徴であると言える。物件について
は，ワクフ財に関する説明の中で四囲の説
明ならびに「用途指定（khāṣṣa）」「無条件
（muṭlaqa）」の語が原則として付されてお
り，「用途指定」の場合は，受益対象に関す
るごく簡単な説明が付される場合もある。ま
た同一のワクフ物件の中で「用途指定」「無

24） 本史料を利用した研究としては，職員の氏名リストを参照してレザー廟職員の中に見えるメッカ
巡礼者・アタバート参詣者の割合を記し，巡礼・参詣地の「格」について検討した［守川 2006: 
290–294］がある。



120 アジア・アフリカ言語文化研究 別冊 1

条件」の部分が混在している場合にも説明が
記されている25）。但し，ʿAżud ARではこの
説明が脱落しているケースも見られる26）。
また，商業施設のワクフ財に関しても詳
細な情報が記されている［ʿAżud MKh: 43–
70］［ʿAżud AR: 87–110］。記述の形態はワク
フ財の種類（店舗以外の隊商宿 khān，ティー
ムチャ tīmchaなど）でまとめられている箇
所もあれば，特定のワクフ設定者ごと27），ま
たはバーザール単位でまとめられているケー
スがあり，多様である。こちらも先述の通り
「用途指定」「無条件」の区別が記載されてい
る。加えて，市域内の店舗については，土地
のみが廟のワクフ財であり，店舗を建設した
人物が地代 ḥaqq al-arżを廟に支払う形態の
店舗［ʿAżud MKh: 50］が多数存在してい
たことが窺える。ワクフ財である商業施設の
リストには，業種や物件の現況についての記
載があり，ワクフ財としてのマシュハド市域
内の業種ごとの店舗数などについても知るこ
とが可能である。

2.3  Vaqfnāma-hā wa Asnād-i Āstān-i Quds-i 
Rażavī：略号 VM
本写本は現在レザー廟の管理下にあるテ
ヘランのマレク図書館に 1137番の所蔵番号
で収蔵されている。作成の年代は 1276/1859
年であるとされるが，作成者については不明
である。ナスフ体ならびにシキャスタ・タ
アリーク体で記されている。葉数は 137葉，

収録文書は 76点であるが，一部分の要約や，
部分のみを書写した文書も含む。本史料もワ
クフ文書ではない文書も一部収録している。
なお，収録文書のリストが写本冒頭と前半部
の 2箇所に付されているが，この部分は恐ら
く後で付されたもののように見える。写本後
部［VM: 234］以降になると，書体がかなり
崩れたシキャスタ・タアリーク体になり判読
が難しくなり，さらにこの部分の文書はリス
トには含まれていない。恐らくこの部分も後
に追加で書写された部分ではないかと推測さ
れる。
本写本においても，冒頭の文書は AQ同
様にシャー・アッバースによる 1602年の
ワクフ文書［VM: 1–4］であり，次いで
1259/1843年のアーカー・サイイド・サ
ディーク［VM: 5–8］，その次に 1097/1683
年のシャー・ウィルディー・ベクによるワ
クフ［VM: 9–12］と続く。その後，ワクフ
文書のリストの挿入がある［VM: 16–18］28）。
収録順で 13点目である 1210/1796年のムハ
ンマド・ザマーン・フサイニーMuḥammad 
Zamān Ḥusaynīのワクフ文書［VM: 58–59］
［AQ: 75–77］までは AQと掲載順が同一で
ある。冒頭の 3つの文書の後に記される収
録文書のリスト［VM: 16–18］だが，これ
は VM［233］までにおける「無条件」「用
途指定」のワクフ文書の掲載葉を示すリス
トとなっている。さらにリストの末尾に
は「レザー廟の国外のワクフ財mawqūfāt-i 

25） 例えば，ワクフ財であるミフラーブ・ハーンなる枝村mazraʿa-ʾi Mihrāb Khānは，1dāng分が無
条件ワクフ財となっている［ʿAżud MKh: 15］。同じ箇所では用途指定の箇所について「用途につ
いて別途記載」とあるが，AR記載の謄写には 5dāng分に関してマクタブハーネmaktabkhānaが
受益対象であることが記されている［ʿAżud AR: 72］

26） 本史料の地域別にワクフ財の説明が進められ，最初はホラーサーン，マシュハドから開始される。
その冒頭部のアルダマ地区 bulūk-i Ardamaのアーレフィー枝村mazraʿa-ʾi ʿĀrifī，ガイビー枝村
mazraʿa-ʾi Ghaybīに関しては［ʿAżud MKh: 12］には「無条件」である旨記載があるが，ARの
校訂の該当部［ʿAżud AR: 71］にはその記載がない。

27） 例えば，ʿAżud MKh［43–44］ではこの隊商宿やティームチャなどがまとめて記載されている。
後者については，1854年からワクフ管財人を務めたファズルッラー・ワズィール・ニザーム・ヌー
リー Fażlallāh Vazīr-i Nizām Nūrīの大規模ワクフで寄進された店舗［ʿAżud Mkh: 44］などが事
例として挙げられる。

28） 本写本には上部に頁番号が記入されているが，このリストの部分には欠落している。文書リストの
前の最後の頁番号が 15となっているため，この頁番号は本稿筆者が仮に付したものである。



121杉山隆一：カージャール朝期作成のイマーム・レザー廟に関するワクフ関連史料をめぐって

khārija-ʾi Sarkār-i fayż-āthār」なる項目があ
り，現在のアフガニスタンにワクフ財が位
置する 1078/1667年のアッバース・クリー・
ハーン ʾAbbās Qulī Khān29）らのワクフ文書
が挙げられている［VM: 203–210］。近代を
迎えて国外に所在するワクフ財管理の特殊性
を意識せざるを得なくなったことの反映であ
ろう。
収録されているワクフ文書は，サファ
ヴィー朝期 36点，アフシャール朝期 12点，
カージャール朝期 25点となり，AQと同様
にサファヴィー朝期の文書が多い。但し，書
体が変わる［VM: 234］以降末尾までは圧倒
的にカージャール朝期の文書が多数収録され
ていると共に，廟所蔵のその他のワクフ文書
の簡単な要約も含まれる。AQとは異なり特
に同時代であるカージャール朝期のワクフの
情報を多く集めようとした姿勢が窺える。

2.4  Asnād va Vaqfnāma-ʾi Āstān-i Quds：略
号DT
本写本はテヘラン大学中央図書館に 2978
番の所蔵番号で収蔵されている。作成年代
は資料中に明記されていないものの，収録
文書の中の最も新しい日付のものが Ṭūmār-i 
ʿAżud al-Mulkが作成された 1274/1858年で
あるため，それ以降の作成と考えられる。作
成者の情報については見当たらない。葉数は
244葉であり，ナスフ体が用いられている。
基本的には AQ，VM同様にワクフ文書の
「集成」であるが，上述の Ṭūmār-i ʿAlīshahī，
Ṭūmār-i ʿAżud al-Mulkの謄写［DT: 49–100, 
248–294］を含んでいる点が特徴であろう。
その他，証書などの文書の写しも収めている。
2種の「巻子」を含め収録文書数は 100点に
上り，文書の「集成」としては収録点数が最

も多い写本となっている。また，先頭から
DT［174］くらいまでは下の部分に欠損があ
り，一部の葉の下部にある欄外書き込みは完
全には判読できない。
冒頭は例によって AQ，VMと同様に 1602

年のシャー・アッバースのワクフ文書［DT: 
4–8］からはじまるが，続く文書はシャー・
アッバースによる別のワクフである 1023/ 
1614年の文書［DT: 8–10］，その後はシャー・ 
タフマースブをワクフ管財人に指定した
957/1550年のワクフ文書［DT: 12–31］30），
さらにナーディル・シャーのワクフ文書
［DT: 32–44］が続く。先行して作成された
「集成」以上に歴史上の諸王朝の君主の廟開
発への関与を冒頭にて強調する構成になって
いると言える。収録されているワクフ文書は，
サファヴィー朝期 34点，アフシャール朝期
11点，カージャール朝期 16点と VMより
数は少なく，カージャール朝期の文書はあま
り多くはない。他方，本史料は証書等の文書
をも多く含んでいるのが一つの特徴である。
例えば，DT［163–239］にはサファヴィー
朝期のクルド系武将ギャンジ・アリー・ハー
ンGanj ʿAlī Khānのワクフに関連する文書
など，カージャール朝期に作成された多くの
証書等が連続して収録されており，同廟のワ
クフ財の変遷の解明に活用できる可能性もあ
ろう。

2.5  Kitābcha-ʾi Mawqūfāt-i Āstān-i Quds-i 
Rażavī：略号KM
テヘランのイスラーム議会図書館所蔵
に所蔵される上記の表題を持つ写本は，
ナーセロッディーン・シャーの命により，
1285/1869年に当時のワクフ管財人であった
ムハンマド・マジュド・アルムルク・スィー

29） シャー・スライマーン期のマシュハドのベグレルベギ beglerbegi。廟に隣接するアッバース・ク
リー・ハーン・マドラサの創設者としても知られ，1078/1667年のワクフは同マドラサを主な受益
対象としながら，一部については廟をも受益対象としている［AQ: 297–312］［AR: 272–280］。

30） 本文中にワクフ設定者の名前は示されていないが，Ṭalāʾī［1397Kh: 136］に従えば，ワクフ設定
者はアブルファトフ・フサイニー Abū al-Fatḥ Ḥusaynīなる人物である。
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ナキーMuḥammad Majd al-Mulk Sīnakīが
作成したものである［KM: 1b–2a］。写本の
題名は元から付されていたものではなく，写
本カタログ作成時に便宜的に付されたもので
あろう。本史料作成の意図としては，不動産
および様々な貴重品から構成される動産から
なるワクフ財についてその一部が遺失してし
まったがゆえに，精査の上登記する必要があ
ると述べられている［KM: 2a］。但し，序文
には言及が無いが，以下に記す通り廟官吏や
複合施設の情報も本史料には含まれる。序文
以外はすべてスィヤーク体で記された廟の不
動産・動産からなるワクフ財と官吏，複合組
織に関する情報を集めたものとなっている。
作成年は序文の中に 1285/1869年と明記さ
れている［KM: 2a］。しかし，冒頭部に記載
される不動産のワクフ財の詳細な情報［KM: 
2a–18b］は，上記の 1858年作成の Ṭūmār-i 
ʿAżud al-Mulkが伝える不動産のワクフ財の
情報と，一部の単語や表現の有無程度の違い
を除きほぼ同一である。以降の部分は，他に
類を見ない動産のワクフ財の極めて詳細なリ
スト［KM: 19b–82a］が続く。一例を示せば，
宝石（javāhir），カンテラ（qanādil），燭台

（shamʿdān），参詣祈願書（ziyārat-nāma），
時計（sāʿat），武器（ālāt va asbāb-i ḥarb），
図書館所蔵の写本リスト，ファルマーンな
どをはじめとした文書，中国製食器（ẓarf-i 
chīnī），ザリーフの覆い（żarīḥpūsh）31），絨
毯（qālī）など，当時の廟がワクフ財として
有していた多様な物品がリスト化されて並
べられている。図書館の写本リスト［KM: 
32b–72a］に関しては，コーラン，ハディー
ス，法学など分野別に収録されており，さら
にワクフ文書のリストが不動産たるワクフ財
の名称が表題となる形で記載されている。所
蔵写本リストは後代に作成されたMS［vol. 

2 479–500］，Firdaws［M: 427–472］にも収
録されており，その先鞭をつけたものと言え
よう。
さらに廟の運営組織に関して，廟内の高位
の官吏，ケシクにて従事している職員の氏
名に関する情報を記載している［KM: 91b–
99a］。ワクフ管財人についての記載はないが，
ケシクの官吏のみを記載していた Ṭūmār-i 
ʿAżud al-Mulkとは異なり，ナーズィル
（nāẓir），サドル（ṣadr），印璽官（muhrdār）
以下主要な官吏の氏名と職名から始まり，ウ
ラマー，廟の各所に配置されたコーラン読
誦者たち（ḥuffāẓ），病院の職員，ケシク
の成員（従者 khādim・絨毯係 farrāsh・扉
番 darbān・靴番 kafshbān，礼拝の告時人
muʾazzin），参詣祈願書読み（ziyāratnāma-
khān）といった職員の氏名が挙げられている。
但し，最後の参詣祈願書読みについては，当
時は第 5ケシクまで存在していたはずだが，
第 3ケシクの人員までしか掲載されておら
ず，第 4ケシク以降の参詣祈願書読みおよび
他の複合組織の職員のリストはない。また，
職員のリストには Ṭūmār-i ʿAlīshāhīのように
俸給に関するデータはなく，加えて実際の廟
の組織の運営や必要経費といった情報に関し
ては記載がない。廟の官吏に関する情報につ
いては，前年の 1284/1867年にホラーサー
ンを行幸したナーセロッディーン・シャーの
旅行記に挿入されている廟の高官のリスト
［Rūznāma: 195–197］に見える職員の情報を
補完する形でさらに正確を期したものとなっ
ており，この行幸時に得た情報に基づいて作
成されたと推測される。
本史料は，他の史料には見られないカー
ジャール朝期の同廟の動産のワクフ財，なら
びに職員に関する網羅的な情報を提供してく
れる点でその価値は高いと言える。但し，ワ

31） 墓廟では多くの場合，棺の周囲に木製もしくは金属製のザリーフ（żarīḥ，格子）が置かれるが，
時にそのザリーフを覆うために絹などで織られ，コーランの章句などを入れた織物が被せられる
ことがある。このザリーフを覆う織物を「ザリーフの覆い żarīḥpūsh」と呼ぶ［Muḥsinī 1399Kh: 
91–95］。
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クフ財については，少なくとも不動産に関し
ては Ṭūmār-i ʿAżud al-Mulkとほぼ同一の内
容であり，動産のデータや廟の組織や人員に
関する記載については，本史料が作成された
1869年以前に収集された情報をも含んでい
る。ゆえに調査年代の異なったデータが混在
した史料であると考えられ，この点には注意
が必要であろう。

2.6 Firdaws al-Tavārīkh：略号 Firdaws
1301/1883年に完成した上記の史料は，レ
ザー廟が建設されて以降の同廟とマシュハド
の都市史，およびウラマー列伝，イマーム・
レザーが著したとされる医学書 Ṭibb al-Riḍā
のペルシア語による注釈，レザー廟のワクフ
財リストを収録したマシュハドとレザー廟
の総合的叙述史料になる。著者のナウルー
ズ・アリー・ファーズィル・バスターミー
Nawrūz ʿAlī Fāżil Bastāmīは，1227/1812
年にバスターム Bastāmに生まれ，幼い頃に
マシュハドに移住し，当地の著名な宗教学
院であるナッワーブ・マドラサMadrasa-ʾi 
Navvābで学問の研鑽を積み，教鞭をも取っ
た人物である。存命中にはアタバート参詣，
メッカ巡礼も果たし，多くの著作を残した学
識高いウラマーとして知られる32）。都市史の
部分は執筆時のマシュハドに関する歴史認識
を表すものとして有用な史料であると同時
に，カージャール朝期の部分については同時
代史料としても有用である。カージャール朝
期のワクフ管財人のうち，著名な人物に関す
る列伝も含んでいる。
この史料の第4章［Firdaws M: 411–444］33） 

が「レザー廟での（収益の）使用に関して，
諸王，諸大臣，臣下，被造物が定め，現在は
導きの礎たるあの集い（＝レザー廟）の職

員たちの専有下にある現行のワクフ財とサ
ダカに関する記述（dar bayān-i mawqūfāt-i 
va ṣadaqāt-i jārīya ki dar maṣārif-i rawża-ʾi  
Rażavīya, salātīn va vuzarāʾ va ʿāmma-ʾi  
riʿāyā va barāyā qarār farmūda-and va ḥāl dar  
taṣarruf-i kārguẕārān-i ān maḥfil-i hidāyat-
bunyān mī-bāshad）」との表題を附せられ，
当時のレザー廟のワクフ財の情報を提供して
いる。本章が著された動機については，本書
完成時の 1883年において，著者がすべての
ワクフ財に関する情報を有していないがゆえ
に，ワクフ財についての情報に関し，長年廟
に関する大小の諸事の運営に尽力してきた
ムハンマド・シャフィー・カズウィーニー
Muḥammad Shafīʿ Qazvīnī34）に問い合わせ，
彼の返答に基づいて急ぎワクフに関する情報
を挿入した［Firdaws M: 413–414］，とある。
ゆえに，まずこの人物からの返答の文面が冒
頭に記載され，その後にワクフ財のリストが
続く形になっている。本史料のこのワクフ財
に関する記述の箇所も，他の史料と同様に正
しい運営のための情報提供に主眼が置かれて
作成されたものと考えられる。
ワクフ財の情報を記す第 4章のリスト部分
の構成は，用途指定のワクフ財，無条件ワク
フ財，諸都市におけるレザー廟のワクフ財の
土地（amlāk-i mawqūfa-ʾi Āstān-i Quds dar  
bilād），イラク（イラーケ・アジャム）の諸土
地のワクフ財（mawqūfāt-i ṣafahāt-i ʿErāq）， 
〔本書〕著者のワクフ財（mawqūfāt-i muʾallif） 
と続き，最後に図書館所蔵の動産としてのワ
クフ財である書籍のリストとなっている。不
動産のワクフ財の情報については，用途指定
のワクフ財に関しては，原則として物件の名
称と共にワクフ設定者の氏名が付される形で
リスト化されている。但し，ワクフの年代に

32） 彼の詳細な経歴に関しては，Darvīshānī［1393Kh］を参照のこと。その他の著名な著作としては
レザー廟参詣指南書である Tuḥfat al-Rażavīyaなどが挙げられる。

33） 校訂本は他に［Firdaws A］も存在するが，本稿では［Firdaws M］を参照する。
34） この人物はハラムにて扉番を務めていた人物であり，当時のワクフ管財人アブドルワッハーブ・

ハーン・アーサフアッダウラ ʿAbd al-Vahhāb Khān Āṣaf al-Dawlaの命でワクフ関連史料を作成し
た経験を持つ人物である［Ṭalāʾī 1397Kh: 132］。
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ついては記載がない。ワクフ財の配列も地域
ごとではなく，各王朝の君主がワクフ設定者
となったワクフからはじまり35），その後の配
列にも規則性は見いだせないため，参照する
側としては分かりにくい。また，収益の用途
についてはその概略のみが記してある。
無条件ワクフ財については［Firdaws M: 

423–424］に記載があるが，同ワクフ財から
の収益の用途に関する言及があり，主にこの
ワクフ財からの収益は，廟の建物の修繕36）， 
従者たちや他の廟官吏の給金（mavājib-i 
khuddām va sāyir-i mansūbayn-i Āstāna-ʾi 
muqaddasa），廟の装飾などに関し，ワクフ
管財人の判断で使用されると述べられてい
る。この無条件ワクフ財の収益は，個々のワ
クフ文書において収益の使途として指定され
てはないが，廟運営に不可欠な人材の人件費
などの費用をある程度賄っていたとの指摘も
ある［Werner 2009: 184］。物件自体につい
ては，最初の数件を除き付随する説明がな
く，バーグ（bāgh），カナート（qanāt），臼

（ṭāḥūna），ハンマーム（ḥammām），枝村に
つきそれぞれの名称が並べられているに過ぎ
ない。
続く諸都市におけるレザー廟のワクフ
財，イラクの諸土地のワクフ財については
［Firdaws M: 424–425］，分量が多くはな
い。前者についてはイランのニーシャープー
ルNīshāpūr，トルバテ・ジャーム Turbat-
i Jām，トルシーズ Turshīzなどマシュハド
近郊の都市のワクフ財が並べられているに過
ぎない。また後者についてもテヘラン，セム
ナーン Simnān，カズウィーン，イスファハー

ン，マーザンダラーン，アスタラーバード
Astarābād所在のワクフ財が挙げられている
のみである。全体として情報量が少なく，不
十分な情報に留まっていると言えよう。
続けて，著者によるワクフに関する情報が
校訂本で 2頁に渡って記される［Firdaws M: 
425–427］。ワクフ財としてのマシュハドの
バーザール内の店舗の業種と，収益の使途の
利用法（廟の門の所で散布する薔薇水，コー
ラン朗誦者への給金，ワクフ管財料 ḥaqq al-
tawliya，ワクフ財の維持管理費），ワクフ管
財人職の継承法などが記載される。5軒の店
舗の一部をワクフ財とする形になっており，
寄進の規模としては大きいとは言い難い。著
者自身のワクフに大きな紙幅を割いて詳述し
た点については，自らの事績を強調する意図
があったがゆえのことであろう。
最後に図書館所蔵のワクフ財としての写本
のリストとなる［Firdaws M: 427–442］。同
様の書籍のリストは，上述のKM，MSにも
掲載されており，Firdawsの著者による新た
なる試みとは言えない。上記二つの史料には
多くの場合において書名とワクフ設定者の名
称も含む形になっている。他方，Firdawsの
リストに関しては書名と冊数のみが記載され
るに過ぎず，上記二つの史料と比して情報が
少ない。

おわりに：史料としての可能性について

以上，レザー廟のワクフ財管理の歴史的な
特徴ともに，カージャール朝期に作成された
ワクフ関連史料 6点の内容を概観してきた。

35） リストの冒頭に挙げられている君主がワクフ設定者である事例の箇所では，冒頭はこれまでと異な
りナーセロッディーン・シャーによる参詣者への食事の提供が記載されるが，ワクフ財の記載はな
い。次いでサファヴィー朝期のシャー・アッバース，タフマースブ 2世，アフシャール朝期のアー
ディル・シャー ʾĀdil Shāh（ʿAlī Shāh）が並ぶ。続けて，カージャール朝ムハンマド・シャーの
息子でレザー廟ワクフ管財人に三度就任したムハンマド・タキー・ミールザー・ルクンアッダウラ
Muḥammad Taqī Mīrzā Rukn al-Dawla（1901年没），前述のサファヴィー朝のアリー・アティー
ク・ムンシーが続き，その他のワクフ設定者の行ったワクフが並べられていく形になっている。

36） 先行研究における文書史料の考察においても，廟建物の修繕には無条件ワクフ財からの収益が充当
されていたとの指摘がある［Naẓarkarda 1395Kh: 24］。
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最後に本稿で取り上げた史料の今後の研究へ
の活用の可能性について，主要な点を簡単に
指摘しておきたい。
まず，これらの史料は，過去にも言及し
たがワクフ財の変遷に関する研究を行う上
で不可欠な史料となりうる［杉山 2018b: 
78–79］。ワクフされた不動産がその後如何
なる変化を被っていくかについては，まだま
だ研究の蓄積が多くない37）。廟の運営本部や
ワクフ慈善機構所蔵の文書に関しては現状参
照が困難であるが，廟図書館所蔵の文書は現
在では一般にも利用が可能である。廟のワク
フ財の変化を見ていく上で必要な証書，フク
ムなどが一部に存在しており，上記に見える
ワクフ文書と共に活用することで，特定の廟
のワクフ財の変容に関する事例研究が可能で
はないかと考える。
次に，同廟の運営に関する点としては，

Ṭūmār-i ʿAżud al-Mulk，KMなどを元に無条
件ワクフ財，用途指定ワクフ財双方を精査す
ることで，同廟における収入のあり方，収益
の利用法などの特徴の提示が可能ではないか
と考える。双方のワクフ財がどの程度の収益
を廟に提供していたか，などの考察が可能で
あろう。また，無条件ワクフ財については
Firdaws M［423–424］に人件費や修繕費な
どに利用されていると指摘されているが，具
体的に考察した先行研究はない。例えば，病
院や孤児院など同廟附設の施設の運営におけ
る無条件ワクフ財の収益の利用などを調べれ
ば，廟運営上の特徴も垣間見えてくるように
思われる。
また，カージャール朝後期のマシュハドの
都市の発展に関する史料としても活用可能で
あろう。上述の通り Tumar-i ʿAżud al-Mulk，
KMにはマシュハド市内のワクフ財として
の商業施設の詳細なリストが付されている。
同リストを用いて，マシュハドの商業施設の
分布や種別などの考察に基づく当時の都市域

における商業施設のあり方や，ワクフを通じ
た廟と都市の商業施設の発展の相関関係など
が検討可能となろう。廟図書館に所蔵される
関連文書やマシュハドの古地図などを活用す
れば，当時の都市の商業施設とその特徴，廟
との関連について多くの知見が得られるであ
ろう。動産のリストについても，例えば所蔵
写本などは図書館の歴史の研究，さらに廟所
蔵の美術的価値を持つ絨毯などの来歴の調査
といった点などにも活用が可能ではないかと
考えられる。
本稿で挙げた史料は，いずれも前近代の廟
運営研究には不可欠な史料であり，廟所蔵の
文書や年代記，その他多様な史料と組み合わ
せて研究を進めることで，多くの成果が期待
できる史料であると言うことができよう。そ
の上で，イラン地域を中心とした他の聖廟と
の比較を行うことで，レザー廟運営の普遍性
と特徴を浮き彫りにすることが可能になろう。
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